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Abstract

LatePleistocenemarinesediments(theShiroyama,Shirakawa,Kushira,andNatsui

fOrmations)，overlainbytheAtaPyroclasticFlowうaresporadicallydistributedin

KagoshimaPrefecture・VariouslinesofinfOrmation（stratigraphyうlithologyウand

paleontology）implythatthesemarmesedimentsareauofthesameage,fallingwithin
OxygenlsotopeStagｅ７ｏｒ５ｅ・WiththeexceptionoftheNatsuiFormation,Whichonly
containscarbonateshellsandtestsentirelysubjectedtodissolution,thefOraminiferal
faunasofthesemannesedimentsaredominatedbytheabundantoccurrenceofA沈沈0"ｊａ

ｔ妙伽,anindexspeciesofinnerandbrackishwaterenⅥronments,ａｎｄＢ"CCC"α/宛g伽,an
indexspeciesofnearshoreandcoldwate正ThebenthicfOraminiferalassemblagesand
otherfOssilssuggestthatthesemarinesedimentsweredepositedininnerbayor
nearshoreareasu､dertheinnuenceofbrackishwater、Foraminifera-bearingmudis

generally9‐３３mbelowthepresentsealevel，WiththesamplehorizonsoffOssil
fOraminiferaintheShiroyamaFormationsituated30‐３５mabovethepresentsealevel・
ThesouthernpartoftheYbshinoPlateauwheretheShiroyamaFormationisdistributed
hasbeenupliftedsincetheLatePleistocenetotiltsouthwestward．

はじめに

8１

地質時代の海成層の堆積環境を知るために底生有孔虫化石群集の持つ‘情報は重要であ

る．もちろん，その‘情報は現世海底表層堆積物に含まれる底生有孔虫の生体および遺骸

群集の分布に関するデータ，他の化石群集や堆積学的なデータと整合’性を持たなくては

ならない．

南九州には多くの火砕流堆積物（鈴木ほか，1985）が分布し，地層の層位関係を明ら

かにするための良い鍵層になっている．鹿児島市には，層位学的に加久藤火砕流堆積物

と阿多火砕流堆積物の間に位置する城山層が分布している（大木・早坂，１９７０；大木，
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図1.城山層,白川層,串良層および夏井層堆積時の古地理と化石採取地点(1 :鹿児島市吉野

町;2:加世田市;3:金峰町白川;4:串良町;5:志布志町夏井;網掛:海域;等高線は100

m, 200m,斜線部は200m以上の山地).

Figure 1. Paleogeography and fossil locanties of the Shiroyama, Shirakawa, Kushira and Natsui

rormadons ( 1 : Yoshino Town, Kagoshima City; 2: Kaseda City; 3 : Shirakawa, Kinpo Town ; 4

: Kshira Town ; 5 : Natsui, Shibushi Town; shadow: sea area ; counter intervaL loom ; slmted

Hne area : more mm 200m).
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1974)．城山層と同層準と考えられる海成層は，薩摩半島南部の加世田市と金峰町（OKI

andYAMAMoTo,1992)，大隅半島中部の串良町（菅原，1986)，志布志町（夏井層：大木・

早坂，1973）からも見つかっている（図１）．本論では，これらの海成層の堆積環境を

論じ，その分布状況から姶良カルデラ周辺地域のネオテクトニクスについて触れる．

城山層と同層準と考えられる海成層

ｌ・城山層

大木･早坂（1970）は，小田（1917)，大塚（1931)，高柳（1956)，湊･勝井（1957)，

太田ほか（1967）の報告した海成層について詳細な調査を行ない，これらの海成層を

「城山層」として再定義した．彼等は，城山層中の２層準から採取した構成種の異なる

貝化石群集を調べ，城山層が海進に伴う堆積物であり，下位の貝化石層から産する４０ｃｍ

前後の重厚な殻を持つｑ〔zssos純agigzzs(IY1ungerg)が林立して牡蛎礁（oysterbank）を
形成していることから，その層準の堆積環境が海進初期の内湾汽水域であると結論づけ

た．その後，ＯＩｑ（1975）は，鹿児島市吉野町磯に分布する城山層の底生有孔虫化石群集

を調べ，内湾浅海域の指標であるＡ加沈0"/αｵ妙伽(Cushman）と，浅い冷水塊に生息す

るＢ"CCC"α/"ｇｉ血(Cushman)が優勢種として挙げられることから，高柳（1956）の指摘

したように，底生有孔虫群集からも当時の堆積環境が泥の堆積する寒冷な内湾浅海域で

あるとした．このことは，大木（1969ＭS）の報告した，牡蛎礁の見られる泥層から得

られた花粉化石の構成種とそれらの産出頻度に調和的である．ちなみに，Ｈ”ｓ（マツ）

が最も優勢で30％以上を占め，Ａ６ｊｅｓ（モミ）・ｎｚ‘gzz（ツガ）・間"ａ（トウヒ）などが５
％前後を占めている．

城山層は緩く西南西へ傾いているが，その基底面の海抜高度は，最も低い場所が鹿児

島市平之町で-100ｍ（温泉ボーリングデータ)，最も高い場所が吉野町磯付近で３５ｍで

ある．SHIMoYAMAeｵαJ､(1998)は，吉野町磯における城山層のＭＴ(Marinetop)の海抜高
度を52.3ｍと報告している．

２．薩摩半島南部，加世田市と金峰町から報告された海成層（仮称：白川層）

OIqandYAMAMoTo（1992）は，加世田市市街地と日置郡金峰町白川の２地点で行なわ

れた試錐の阿多火砕流堆積物直下の泥層から，城山層に酷似した底生有孔虫化石群集を

報告した．本論文では，これらの海成層を，最も分布高度の高い白川の地名をとって白

川層と仮称する．有孔虫化石のほかに，カキを含む貝化石が産出した．操，砂，泥から

成る海成堆積物の下位の地層は分からないが，周辺の地質から，層位学的に四万十層群

あるいは後期中新世の南薩層群を直接覆っている可能性が高い．海成層の，底生有孔虫

化石が得られた層準の海抜高度は，加世田市では-33ｍ，金峰町では-18ｍと－９ｍで

ある．堆積当時の古地理から考えて内湾奥部に位置すると考えられる金峰町の試錐から

得られた泥層は，Ａ加加0"jαｵ妙伽が，下位の層準（-18ｍ）では群集の95.1％を，上位

の層準（－９ｍ）では80.4％を占めている（表１）．一方，内湾でも沖合いに位置すると

考えられる加世田市の泥層は，Ａ加沈0"航”伽が15.9％と低くなり，Ｂ"ＣＣＣ"αﾉﾗ'igi血が

45.1％と，群集の半分近くを占めている．しかし，いずれの試料でもＡ加獅0伽ｵ幼伽と

B"ＣＣＣ"αﾉﾗ'ｉｇ伽が群集の１位，２位を占めることには変わりがない．
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表１．加世田市，金峰町のボーリングコア（白川層）および城山層のシルト層から産出した

Ｂ"cce"α/"g伽,Ａ加加0"伽妙伽の産出頻度(％)(OIqandYAMAMoTo,１９９２による)．

Table１．Frequency（%）ｏｆＢ"CCC"α雌｢伽ａｎｄＡ"z加州ａｔ幼伽iｎｔｈｅｃｏｒｅｓ（theShirakawa

Formation)collectedhFomtwoboreholesdrilledinKasedaCityandKinpoTown,andinsilt

bedoftheShiroyamaFormation,KagoshimaCity(afterOIqandYAMAMoTo,1992)．

AF１

B"CCC"αﾉﾗa4gj血 45.1

Ａ加沈0"ｊαｵ幼吻 9.3

ShirakawaE

Sampleno．

B－１ Ｂ－２

1.5１．１

80.4９５．１

ShiroyamaF

Localityno．

no､１ ｎｏ､２

9.9１９．４

44.4３２．３

AＦ１：３３mbelowsealevel;Ｂ-1:９mbelowsealevel;Ｂ-2:１８mbelowsealevel・

no､１：CliffatRyulq7Ujin-matsu,YbshinoTown,KagoshimaCity

no､２：CliffinthegardenofVillaShigetomi-so,YbshinoTown,KagoshimaCity8

３．大隅半島中部，串良町と志布志町から報告された海成層（仮称：串良層；夏井層）

菅原（1986）は，肝属郡串良町で行なった試錐の阿多火砕流堆積物直下に海成層の存

在を報告した．ここでは串良層と仮称する．この海成層の泥層から貝化石，底生有孔虫

化石が産出した．海成層は海抜高度-1.6ｍから-15.6ｍに分布し下位の地層は分からな

い．底生有孔虫化石は-13.2ｍと-15.1ｍの２層準から得られた．両層準ともＡ沈沈0郷α

ｫ妙伽が最優勢種である．Ｂ"cc伽/沌伽も含まれているが産出頻度は低く，助ﾙﾉ伽加

s"ｈｇγzz""J0s〃α"”"加Aoki，ノVり"””0"加沈Asanoが優勢種として挙げられる．

大木・早坂（1973）は，志布志町夏井の海岸に露出する海成層を夏井層として報告し

た．夏井層は古第三系の日南層群を不整合関係で覆い，阿多（夏井）火砕流堆積物に覆

われる．この層の下半部を占める凝灰質シルト層は多くの巣穴化石が見られ，貝化石，

植物の葉や種子の化石を産出するが，貝化石の殻自体は溶け去っている．SHIMoYAMA”

αＩ.(1998)は，夏井層のＭＴ(Marinetop)の海抜高度を6.1ｍと報告している．

考察

１．海成層の年代と堆積環境

城山層と同時代の海成層と考えられる地層は，いずれも噴出時期が10～11万年前（大

場，1991）と考えられている阿多火砕流堆積物に覆われていることから11万年より古い

と考えられる．一方，鹿児島市に分布する城山層は，２６～31万年のFT年代（宮地，1987,

1992）が得られている加久藤火砕流堆積物を不整合関係で覆っており，これらの海成層

の堆積年代は約30万年から約10万年の間と推定される．すでに述べたように城山層は層

相と産出化石から海進期の堆積物であると結論づけられるが，約30万年から約10万年の

問に存在したと考えられる海進期は,'８０ステージ（EMILIANI，1955）の８から７へ，ある

いは６から５ｅへの２回の移行期が知られている．前者は25万年前後，後者は12万年頃

（下末吉海進）にあたるが，現段階ではどちらの海進期であるか分からない．しかし，

古い海進期の海成層が残り，その後の海進期の海成層がすべて浸食されることは考えに

くいことから,'８０ステージ７の海成層が浸食された後の旧地形を覆うステージ5ｅの海成

層と考えて，ほぼ間違いないであろう．
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加世田市，金峰町，串良町の試錐から存在が明らかになった白川層，串良層および夏

井層は，下位の地層まで達していないために城山層相当層か否かは断定できないが，分

布状況，岩質，化石および周辺の地質から推測してほぼ同時代の堆積物であることは，

ほぼ間違いない．下位の地層の分布状態および堆積直前の古地形等を考慮して，これら

の海成層が堆積した海域を図１に示す．

鹿児島市，加世田市，金峰町，串良町に分布する海成層から産出した底生有孔虫群集

はA加沈0"ｊａｔ幼加とＢ"CCC"α〃gj血の２種で特徴づけられる．Ａ加沈”ａｔ"伽は，河川
水の影響下にある内湾や沿岸浅海域，とくに河口部やラグーンから報告されている

（CusHMAN,１９３１；MuRRAY）１９７９；JoRIssEN,１９８８；HoHENEGGERetaﾉ.,１９９３；DEBENAY〃αﾉ.，

1998)．一方，Ｂ"cce"αﾉﾗfg伽は寒流の影響下にある沿岸浅海域から報告されている

（MAToBA,１９７０；MuRRAYぅ1979)．MuRRAY（1979）は，Ｂ"CCC"αﾉﾗ'ｉｇ伽がやや沖合いの冷

水塊を好み，汽水域で少なくなることを報告している．鹿児島市吉野町磯の城山層から

報告した，牡蛎礁の発達する泥層中のA加加”ａｔ”伽の高い産出頻度（32.3％，44.4％：

OIq,1975）は，牡蛎礁を形成するＱ'zzssos純agjgzzsが現在の潮間帯付近のごく浅い汽水域

の泥底に生息する（例えば北海道サロマ湖）ことを考え合わせると，Ａ沈加”α/幼加が

地質時代においても内湾汽水域で優勢であったことを示唆している．また,表１に示す，

薩摩半島南部（加世田市，金峰町）の海成層と鹿児島市の城山層から産出したA加加0岬ａ

ｔ"伽とＢ"CCC"α施g伽の２種の産出頻度が，逆の関係にあることは，MuRRAY（1979）の
現生底生有孔虫の報告と調和的である．両者の産出頻度は，薩摩半島南部に分布する白

川層の泥が，金峰町付近では内湾奥部の汽水域の堆積環境に，加世田市付近ではやや沖

合いの浅海域に堆積したことを示している．

２．南九州における構造運動

加世田市，金峰町，串良町の試錐から存在が明らかになった海成層は，いずれも現在

の海水準より低い位置に分布している．とくに底生有孔虫化石の産出した泥層は-33ｍ

から－９ｍの間に分布している．このことは,当時の気候が,Ｂ"CCC"α/"g伽や助〃伽加

so郷αe"Sc，ＥＳ"6α畑加加などの冷水塊を好む種が含まれていることより，現在に比べて

寒く，海水準がやや低かったと推測きれることに矛盾しない．

一方，鹿児島市に分布する城山層の，Ａ加加0"/αｵ幼加とＢ"CCC"α方49伽の２種で特徴

づけられ，牡蛎礁の発達する泥層の分布高度は，城山岩崎谷付近で７ｍ前後，磯琉球人

松で30～35ｍである．このことは，２５万年以降（12.5万年以降の可能性が高い）にこれ

らの地域を含む吉野台地が隆起傾向にあったこと，その隆起は北東部ほど隆起量の高い

傾動運動を伴っていたことを示唆する．

大木・岡田（1997）は，国分層群，花倉層の時空分布から吉野台地が約１．０Ｍa以降に

隆起し，それは花倉層堆積時まで続いたと報告したが，城山層の分布高度から，この傾

向は25万年以降も続いている可能性が高い．
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